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1.言式 料 名
パイロキープTS2000

.  言式験依頼日

平成 11年 2月 10日

3.試験結果

日本水道協会規1各 .∫ WWA K 143「 水道用コンクリート水槽内面エポキシ柿11旨塗111塗装方法」に規性する溶出試験方法

に従った、上言己の試料についての試験結果をつぎのとおりご報告申し上げます。

試  験  項  目  (単  位 ) 測 定 結 果 品 質 規 定 定 方 法 定量下限値

1 濁度 (度 ) く0.5 05以下 標準カオリン比濁法
2 色度 (度 ) 1 以下 白金コバルト比色法 l

3 KMn01消 費量    (mg/L) 2 以下 過マンガン酸カリウム滴定法
4 残留塩素の減量     (Ⅲ g/L) 0.7以下 オルトトリジン上ヒ色法
5 臭気 (温時臭) 異常なし 異常がないこと 40℃加温 臭覚法
6 1味 異常なし 異常がなにと 40～ 50℃加温 味覚法
7 シアン          (mg/L) 検出されず 検出しなにと ピリジン・ ピラゾロン吸光光度法

フェノール類      (冊 g/L) く0.005 0.005以下 4-ア ミノアンチピリン吸光光度法 0 005

9 エピクロロヒドリン  (ng/L) 検出されず 検出しないこと ガスクロマトグラフ (FID)法
アミン類         (mg/L) 検出されず 検出しなにと TNBS吸 光光度法
評価 :測定結果を品質規定と照合し、適合である。

濁度,色度,I(Mn 01消 費量および残留塩素の減量の値は、対照水との差である。

品質規定中の'検出しないこと"と は、定量下限値以下を示す。


